
燐光群
『わが友、第五福竜丸』

［関連企画］プレトーク

『公文協アートキャラバン事業 劇場へ行こう3』参加事業

××
S a k a t e  Y o j i

I c h i d a  M a r i
撮影：yukiwo

K a w a i  H o t a k a

坂手 洋二
劇作家、演出家、燐光群 主宰

市田 真理
第五福竜丸展示館学芸員

河合 穂高
劇作家

 C r o s s  T a l k

11月27日［月］ 19：00～20：30 （受付開始18：30～）

岡山芸術創造劇場 ハレノワ アートサロン
〒700-0822　岡山県岡山市北区表町3丁目11番50号

無料
F r e e !

講演「第五福竜丸とは」　講師：市田真理（第五福竜丸展示館学芸員）第一部

クロストーク ～3つの視点から「燐光群」×「第五福竜丸」を知る～
登壇者：市田真理（第五福竜丸展示館学芸員） × 坂手洋二（燐光群 主宰、劇作家、演出家） × 河合穂高（劇作家）

第二部

　開館事業として12月に岡山芸術創造劇場 ハレノワ 中劇場で岡山出身の劇作家・坂手洋二氏が
主宰する燐光群の新作を上演します。
　そこで、上演に先駆け、燐光群主宰・坂手洋二氏、第五福竜丸の専門家である第五福竜丸展示
館学芸員の市田真理氏、岡山で活躍する劇作家で現役の口腔癌研究者でもある河合穂高氏をお
迎えし、公演がより楽しみになるプレトークを開催します。
　題材となる「第五福竜丸」とは、1954年、アメリカ合衆国がビキニ環礁で行った水素爆弾実験に
より、多量の放射線降下物を浴び、乗組員23人が被ばくしたマグロ漁船。原発処理水放出をめぐ
る問題がニュースで取り上げられる昨今、社会性・芸術性を追求する劇団「燐光群」はどのような物
語を紡ぐのでしょうか。三者の視点から、公演の魅力を深堀りします。



『公文協アートキャラバン事業 劇場へ行こう3』参加事業

【主催】岡山市、公益財団法人岡山文化芸術創造 、公益社団法人全国公立文化施設協会
【助成】文化庁 文化芸術振興費補助金　統括団体による文化芸術需要回復・地域活性化事業（アートキャラバン２）独立行政法人日本芸術文化振興会

TEL 086-201-8014
FAX 086-201-8004
https://okayama-pat.jp/

オンライン【フォームから】
⬇

［日 時］ 11月27日㈪ 19：00～20：30（受付開始 18：30～）
［場 所］ 岡山芸術創造劇場 ハレノワ アートサロン
 〒700-0822　岡山県岡山市北区表町3丁目11番50号

［料 金］ 無料

【メールから】
以下の項目を記入のうえ、event@okayama-pat.jp までお送りください。
●氏名　●ふりがな　●年齢　●職業／学校名
●TEL（※当日連絡のとれる番号をご記入ください。）　●メール　●郵便番号　●住所　●申込理由
参加可否については、締切後にメールまたは電話にて11月22日（水）までにご連絡いたします。
＊event@okayama-pat.jpからのメールを受け取れるように設定してください。
ご記入頂いた個人情報は、（公財）岡山文化芸術創造が責任を持って管理します。
また、本事業及び今後の事業の案内以外には使用しません。
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JR岡山駅からのアクセス【JR岡山駅より路面電車】
東 山 行▶「西大寺町・ハレノワまえ」下車 徒歩約5分
清輝橋行▶「大雲寺前」下車 徒歩約5分
・ご来場にあたって  お客様用の駐車場はございません。公共交通機関をご利用ください。
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岡山芸術創造劇場
〒700-0822　岡山県岡山市北区表町3丁目11番50号

劇作家・演出家。燐光群主宰。
岡山市出身。岡山芳泉高等学校、慶應義塾大学国文科卒。1983年
に燐光群を旗揚げ。『くじらの墓標』『天皇と接吻』『屋根裏』『だるまさ
んがころんだ』等、ほぼ全作品の作・演出を手がける。燐光群の作品
を中心に、岸田國士戯曲賞、鶴屋南北戯曲賞、読売文学賞、紀伊國
屋演劇賞、朝日舞台芸術賞、読売演劇大賞最優秀演出家賞を受賞。
2005年に岡山県文化特別顕彰、2012年に福武文化賞を受賞。作品
は海外でも10以上の言語に翻訳、出版・上演され、2023年は韓国、
米国ニューヨークの現地カンパニーが「屋根裏」を上演した。日本劇
作家協会前会長。国際演劇協会日本支部理事。日本ペンクラブ会員。

坂手 洋二  さかて ようじ

第五福竜丸展示館学芸員。
公益財団法人第五福竜丸平和協会事務局長。
中央大学・立教大学兼任講師、明治学院大学国際平和研究所研究員。
書籍編集者、市民運動「子どもたちに世界に！被爆の記録を贈る会」事
務局等を経て、2013年より公益財団法人第五福竜丸平和協会職員。
『ポケットのなかの平和―わたしの語りつぎ部宣言』（平和文化）、共著
『フィールドワーク第五福竜丸展示館』（平和文化）『第五福竜丸は航
海中』（現代企画室）ほか。
主な企画展として「子どもたちがみたビキニ事件」（2007、2020）、「船
をみつめた瞳　命を思う『言葉』の展覧会」（2011）などを担当企画。

市田 真理  いちだ まり

劇作家。歯科医師。
岡山大学学術研究院医歯薬学域研究准教授。口腔癌の研究を行っ
ている。生物学や医学など、実際に研究で得られる最先端の情報を
取り入れながら、現代の科学が人間とどう共存できるかを問う作品を執
筆している。2020年、動物の体内でヒト細胞由来の臓器を作成する
研究に着想を得て執筆した『春の遺伝子』が、優秀新人戯曲賞の最終
候補に選出され、2021年に岡山県天神山文化プラザの主催事業とし
て上演された。現在、岡山を中心に香川や大阪、京都の劇団に作品
の提供を行っている。第8回せんだい短編戯曲賞大賞、第24回岡山
芸術文化賞準グランプリ受賞。

河合 穂高  かわい ほたか

撮影：yukiwo

申込締切
2023年

11月20日㈪
正午まで

お問合せ

オンライン、またはメールにてお申込ください。

講演「第五福竜丸とは」
講師：市田 真理（第五福竜丸展示館学芸員）

第
一
部

第
二
部

クロストーク
～3つの視点から「燐光群」×「第五福竜丸」を知る～
登壇者： 市田 真理（第五福竜丸展示館学芸員）
 坂手 洋二（劇作家、演出家、燐光群 主宰）
 河合 穂高（劇作家）

燐光群『わが友、第五福竜丸』
［関連企画］プレトーク

【日時】2023年12月9日㈯ 19：00開演
 　　　 10日㈰ 14：00開演　※開場は開演の30分前
【会場】岡山芸術創造劇場 ハレノワ 中劇場
【チケット料金（全席指定・税込）】未就学児入場不可
●一般  3,000円　●ペア  5,000円（2枚1組）
●U24  2,000円　●U18  1,000円

公演情報

詳細はHPをご覧ください。➡

燐光群『わが友、第五福竜丸』

P r o f i l e登壇者プロフィール

申込方法

チケット
発売中！

特設サイト


